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数学科シラバス 高校１年 
1. 学習の到達目標と評価の観点 

（科目） 

数学Ⅰ・数学 A 

単位数 学科・学年・学級 使用教科書と補助教材 

数学Ⅰ 

３単位 

 

数学 A 

２単位 

第１学年 

・「高等学校 数学Ⅰ」 

・「高等学校 数学 A」 

数研出版 

・「新課程 クリアー数学Ⅰ+A」 

数研出版 

・「高等学校 数学Ⅱ」 

数研出版 

・「新課程 クリアー数学Ⅱ+Ｂ＋C」 

数研出版 

学習の到達目標 

(1) 正弦定理や余弦定理について理解し，それらを平面図形や空間図

形の考察に活用できるようにする。 

(2) データについての理解を深め，それを事象の考察に活用できるよ

うにする。 

(3) 整式の乗除法や分数式計算について理解し，等式や不等式が成り

立つことを証明できるようにする。複素数まで拡張した 2 次方程

式を解くこと及び，因数分解を利用し高次方程式を解けるように

する。 

(4) 座標や式を用いて，直線や円などの平面図形の性質を数学的に表

現し，事象の考察に活用できるようにする。 

(5) 指数を正の整数から有理数へ拡張し，指数計算ができるようにす

る。また指数関数とその特徴について理解し，それらを事象の考

察に活用できるようにする。 

(6) 微分積分の意味や考え方について理解し，問題解決に活用できる

ようにする。 

評価の観点 

＜主体性・多様性・協働性＞ 

三角比、データ、色々な式、図形と方程式、微分・積分、複素数にお

ける考え方に関心を持つとともに、それらを事象の考察に活用して数

学的な考え方に基づいて判断できる。 

＜思考力・判断力・表現力＞ 

三角比、データ、色々な式、図形と方程式、微分・積分、複素数の考

え方において、事象を数学的に考察して表現したり、思考の過程を振

り返り多面的・発展的に考えたりすることなどを通して、数学的な見

方や考え方を身につけている。 

＜知識・技能＞ 

三角比、データ、色々な式、図形と方程式、微分・積分、複素数にお

ける基本的な概念、原理・法則などを体系的に理解し、基礎的な知識

を身につけている。 
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2. 学習計画及び評価方法等 
数学Ⅰ 

月 単 元 学習のねらい 学習のポイント，使用教材等 

４

月 

 

 

５

月 

 

 

 

 

６

月 

 

７

月 

（高等学校 数学Ⅰ） 

＜第４章 図形と計量＞ 

三角比 

三角形への応用 

・正弦定理 

・余弦定理 

 

・三角形の面積 

・空間図形への応用 

 

 

 

 

 

 

（高等学校 数学Ⅱ） 

＜第１章 式と証明＞ 

・式と計算 

・等式・不等式の証明 

 

 

（高等学校 数学Ⅰ） 

＜第４章 図形と計量＞ 

三角比の意味やその基本的な性質

について理解し，三角比の相互関

係などを理解できるようにする。 

また，日常の事象や社会の事象な

どを数学的にとらえ，三角比を活

用して問題を解決する力を培う。 

図形の構成要素間の関係を，三角

比を用いて表現し定理や公式を導

く力，日常の事象や社会の事象な

どを数学的にとらえ，正弦定理，

余弦定理などを活用して問題を解

決したりする力などを培う。 

 

（高等学校 数学Ⅱ） 

＜第１章 式と証明＞ 

多項式の乗法・除法及び分数式の

四則計算について理解できるよう

にする。 

数の範囲や式の性質に着目し，等

式や不等式が成り立つことを証明

できるようにする。 

（高等学校 数学Ⅰ） 

＜第４章 三角比＞ 

（1） 正弦定理や余弦定理につい

て理解し，それらを用いて

三角形の辺の長さや角の大

きさを求めることができ

る。 

（2） 三角比を平面図形や空間図

形を考察に活用することが

できる。 

 

 

 

 

 

（高等学校 数学Ⅱ） 

＜第１章 式と証明＞ 

（1） 等式不等式が成り立つこと

を，式の基本性質や実数の

性質などを用いて証明する

ことができる。 

 

 

９

月 

 

10

月 

 

11 

月 

 

12

月 

＜第２章 複素数と方程式＞ 

・複素数と 2次方程式の解 

・高次方程式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第３章 図形と方程式＞ 

・点と直線 

＜第２章 複素数と方程式＞ 

方程式についての理解を深め，数

の範囲を複素数まで拡張して 2 次

方程式を解くことができるように

する。 

剰余の定理や因数分解を利用して

高次方程式を解くことができるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

＜第３章 図形と方程式＞ 

座標や式を用いて直線の性質や関

＜第２章 複素数と方程式＞ 

（1） 三次の乗法・因数分解公式

を使うことができる。整式

の除法や分数式計算を行う

ことができる。 

（2） 等式不等式が成り立つこと

を，式の基本性質や実数の

性質などを用いて証明する

ことができる。 

（3） 複素数の四則演算,2 次方程

式の解の判別,解と係数の関

係を理解する。 

 

＜第３章 図形と方程式＞ 

（1） 座標を用いて,平面上の内分

【点数化が難しい課題については、観点別評価とする。】 
Ａ：「十分満足できる」状況と判断されるもの・・・・・100% 

Ｂ：「おおむね満足できる」状況と判断されるもの・・・ 80% 

Ｃ：「努力を要する」状況と判断されるもの ・・・・・ 60% 

Ｄ：未提出，未実施            ・・・・・  0% 
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・円 

・軌跡と方程式 

 

 

 

係を数学的に表現し，その有用性

を認識するとともに，事象の考察

に活用できるようにする。 

座標や式を用いて，円の性質や関

係を数学的に表現し，その有用性

を認識するとともに，事象の考察

に活用できるようにする。 

図形を，与えられた条件を満たす

点の集合として認識すると共に,

不等式を満たす点の集合が座標平

面上の領域を表すことを理解し，

それらを事象の考察に活用できる

ようにする。 

外分点や 2 点間の距離を表

すことができる。また二直

線の位置関係について考察

できる。 

（2） 円を方程式で表し,直線との

位置関係などの考察に活用

できる。 

（3） 軌跡について理解し,様々な

条件のもとで軌跡を求める

ことができる。 

１

月 

 

 

２

月 

＜第３章 図形と方程式＞ 

・不等式の表す領域 

 

 

 

 

 

＜第５章 指数関数 

と対数関数＞ 

・指数関数 

＜第３章 図形と方程式＞ 

不等式を領域として表すことがで 

きるようにする。線形計画法の手 

法を理解できるようにする。 

 

 

 

＜第５章 指数関数と対数関数＞ 

累乗の意味を理解し,指数関数の

もつ性質を知り,自然科学などの

分野への興味も同時に深める。 

＜第３章 図形と方程式＞ 

（1） 不等式の表す領域を求めた

り,領域を不等式で表すこと

ができる。 

（2） 不等式の領域を実生活の問

題解決に生かすことができ

る。 

＜第５章 指数関数と対数関数＞ 

（1） 指数を正の整数から有理数

へ拡張する意義を理解す

る。また指数関数とそのグ

ラフの特徴について理解し,

事象の考察に活用できる。 

数学 A 
月 単 元 学習のねらい 学習のポイント，使用教材等 

４

月 

 

 

 

 

 

５

月 

 

 

 

 

 

 

６

月 

 

７

月 

 

（高等学校 数学 A） 

＜第１章 場合の数と確率＞ 

・反復試行の確率 

・条件付き確率 

・期待値 

 

 

 

 

＜第２章 図形の性質＞ 

・平面図形 

 

 

 

 

 

 

 

 

（高等学校 数学Ⅱ） 

＜第６章 微分法と積分法＞ 

・微分係数と導関数 

 

 

（高等学校 数学 A） 

＜第１章 場合の数と確率＞ 

確率の意味や基本的な法則につい 

ての理解を深め，それらを事象の 

考察に活用できるようにする。 

条件付き確率や確率の乗法定理を 

用いて確率の計算ができる。 

 

 

＜第２章 図形の性質＞ 

平面図形の性質についての理解を

深め，それらを事象の考察に活用

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

（高等学校 数学Ⅱ） 

＜第６章 微分法と積分法＞ 

微分係数や導関数の意味について

理解し，それらの有用性を認識す

るとともに，事象の考察に活用で

（高等学校 数学 A） 

＜第１章 場合の数と確率＞ 

(1) 反復試行の確率を，公式を用

いて求めることができる。 

(2) 条件付き確率を，記号を用い

て表すことができる。 

(3) 期待値の定義を理解し，期待

値を求めることができる。 

 

＜第２章 図形の性質＞ 

（1） 線分の内分・外分，平行線と

比などの基本事項を理解して

いる。 

（2） 三角形の外心，内心，重心の

定義，性質やチェ馬の定理や

メネラウスの定理、円周角の

定理など様々な定理について

理解し、これらを活用して問

題を解くことが出来る。 

 

（高等学校 数学Ⅱ） 

＜第６章 微分法と積分法＞ 

（1） 微分係数や導関数の意味つつ

いて理解し,関数の定数倍,和
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きるようにする。 差の導関数を求める。 

９

月 

 

10

月 

 

11 

月 

 

＜第６章 微分法と積分法＞ 

・関数の値の変化 

・積分法 

＜第６章 微分法と積分法＞ 

微分係数や導関数の意味について

理解し，それらの有用性を認識す

るとともに，事象の考察に活用で

きるようにする。 

積分の考えについて理解し，それ

らの有用性を認識するとともに，

事象の考察に活用できるようにす

る。 

＜第６章 微分法と積分法＞ 

(1) 関数の値の増減や極大・極小

を調べ，グラフの概形をか

く。また微分の考えを事象の

考察に活用する。 

(2) 不定積分および定積分の意味

を理解し,様々な種類の積分

計算を行う。 

(3) 定積分を用いて,直線や曲線

のグラフで囲まれた図形の面

積を求める。 

１

月 

 

２

月 

 

（高等学校 数学Ⅰ） 

＜第５章 データの分析＞ 

 

（高等学校 数学Ⅰ） 

＜第５章 データの分析＞ 

データの散らばり具合や傾向を

数値化する方法を考察する力，

目的に応じて複数の種類のデー

タを収集し，適切な統計量やグ

ラフ，手法などを選択して分析

を行い，データの傾向を把握し

て事象の特徴を表現する力，不

確実な事象の起こりやすさに着

目し，主張の妥当性について，

実験などを通して判断したり，

批判的に考察したりする力など

を養う。 

（高等学校 数学Ⅰ） 

＜第５章 データの分析＞ 
(1) 度数分布表，ヒストグラムに

ついて理解している。 

(2) 範囲や四分位範囲の定義やそ

の意味を理解し，それらを求

めることができる。また，デ

ータの散らばりを比較するこ

とができる。 

(3) 偏差、分散，標準偏差の定義

とその意味を理解し，それら

に関する公式を用いて，求め

ることができる。 

(4) 仮説検定の考え方を理解し，

具体的な事象に当てはめて考

えることができる。 

評価の観点及び内容 評価方法（具体例） 

＜主体性・多様性・協働性＞ ①：自主提出課題・宿題提出(10%) 

＜思考力・判断力・表現力＞ ②:定期試験(80%) 

＜知識・技能＞ 
③:定期試験 

④:課題テスト・小テスト(10%） 

 


